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資料 3-2 

普及啓発資料に関する概要説明 

 

1. 普及啓発資料作成・配布の目的 
 令和 5 年度気候変動適応地域づくり推進事業北海道地域業務で作成する普及啓発資料は、以下の 3
つを目的とし、作成を行う。 
 
 気候変動影響や適応を自治体職員（適応担当部局以外も含む）に知ってもらう 
（理由） 

 地域の適応を推進するためには、地域のリーダーである自治体を中心に取組を進めること

が望ましい。  
 様々な分野に影響が及んでいる（及ぶ可能性がある）ことから、適応担当部局以外の部署

と連携して進める必要がある。 
 
 自治体職員（特に適応担当部局）に適応計画策定の必要性を理解してもらう  
（理由） 

 影響の及ぶ範囲も広く、適応策を進める上でのステークホルダーも多い。また、すでに表

われている影響だけではなく、将来の影響にも備える必要がある。 
 そのため、中長期的視点で計画を策定し、計画に基づいて地域の適応を推進していくこと

が望ましい。 
 地域の適応計画策定を推進する 
（理由） 

 現在、世界各地で気候変動やそれに伴って生じる影響が問題となっており、気候変動の悪

影響を最小限に抑え、よりよい生活ができるようにしていくことための気候変動対策が行

われている。 
 地域ごとに自然や経済、社会の状況が異なるため、必要となる気候変動への適応策も地域

ごとに異なる。 
 北海道においても、すでに様々な適応が行われているが、それらを統一した視点で包括的

に促進する計画を策定している自治体は少ない。地域の 「適応」をさらに進めるためには、

地域における課題・優先事項を明らかにし、それを踏まえて、それぞれの視点で地域気候

変動適応計画を策定することが望まれる。 
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2. 普及啓発資料の構成案と記載内容案 
普及啓発資料の対象は、主に自治体職員や関係者（全道 129 市町村に各 3 部送付予定）を想定す

る。また、気候変動適応の担当部局の職員、適応担当部局以外の職員、民間事業者や地域 NPO 等に

も配布することも検討する。現在の普及啓発資料の構成案及び記載内容案を以下に示す。 

 
目次 内容 

表紙・タイトル 

・現在のタイトル案 
「よりよい北海道を目指して ～地域で取り組む気候変動適応～」 
・北海道で実際に起きている気候変動の影響の写真（酪農・農業・

自然災害・健康・水産）を掲載。 

本資料の目的 

・本資料の作成の目的、適応計画の策定の意義やメリット、策定手

順を端的に記載。 
・最初にメッセージとして示すことで、次ページからの内容に対す

る心構えをしてもらう 

気候変動とは何か 
気候変動「適応」とは何か 

・適応の担当部局以外の方に、気候変動と適応とは何かを知っても

らうためのページ。 
・気候変動がどんなものなのか、何故適応が必要なのかを記載 
・また、現在すでに起こっている影響と将来起こる可能性のある影

響に対し、適切に備えるためには、計画が必要であることを記載 

道内で気候変動影響 
道内の気候変動の将来予測 

・適応の担当部局以外の方に自局が適応策の実施主体として該当す

ることを認識してもらうため、仮の組織図を用いて、以下を示す。 
→現在と将来の気候変動影響について、関係する部署名と関連付け

て示す。 
→現在起こっている様々な気候変動影響に対して、すでに様々な適

応策が講じられていることを示す（適応担当部局以外の計画に位置

付けられている） 
・次ページ以降で計画策定の流れを示すため、改めて適応計画策定

の必要性が間接的に伝わる内容とする。 

地域気候変動適応計画とは 
・気候変動適応計画とは何か、なぜ必要なのかを記載する。 
・温対計画等と一緒に策定することができることを記載。 

地域気候変動適応計画の策

定状況 
・他の市町村の策定状況などを知ることで、自身の自治体でも策定

する必要があることを認識してもらう。 

地域気候変動適応計画の策

定 

・適応計画策定マニュアル（A-PLAT 参照）を参考に計画策定の基

本的な流れと作業を簡単に記載。（詳細な内容及びその作業時に参

考になるものについて、A-PLAT 等へのリンク先を紹介する。） 
・気候変動適応計画に盛り込むべき内容を簡単に説明後、策定済の

道内の地域の適応計画のうち、特徴があるものについて、内容を簡

単に紹介（記載項目、体制、庁内連携など）。 
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計画策定及び適応を進める

にあたって、参考となるペー

ジへのリンク集 

・適応計画の策定及び適応の取組を実施していくうえで参考となる

情報へのリンク集。 

裏表紙 ・読者へのメッセージや環境事務所の連絡先を記載。 

 


